


プログラム

l. 杵鞭遊（声楽）院2年 pf. 皆川純 一

中田喜直(1923-2000) / 
たんぽぽ

むこうむこう
さくら横ちょう

高田三郎(1913-2000) / 
《 パ リ旅情》

I. さすらい
□. 売子

Ill. パ リの冬

IV. 街頭の果物屋
V. 降誕節前夜

VI. 市の花屋
VII. 冬の森

VII. すずらんの祭

休憩

2. XIN ZHANG（サクソフォ ー ン）院1年 pf. 石田多紀乃

アンリ ・ トマジ(1901-1971)／協奏曲
Henri Tomasi // Concerto 

アンドレ ・ ウェニャン(1942-2015)／アルト ・ サクソフォ ー ンのためのラプソディ
Andre Waignein // Rhapsody for alto saxophone 

3. SHENG LIZHENG （サクソフォ ー ン） 院1年 pf. 石田多紀乃

クロ ー ド ・ パ スカル(1921-2017)／ソナチネ
Claude Pascal // Sonatine 

クリスチャン ・ ロ ー バ(b 1952)／カブキ
Chrisitian Lauda // Kabuki 

アンドレ ・ ウェニャン(1942-2015)／アルト ・ サクソフォ ー ンのためのラプソディ
Andre Waignein // Rhapsody for alto saxophone 



曲目解説

中田喜直(1923-2000)／たんぽぽ

中田喜直は《早春賦》で知られる音楽家 、 中田章(1986-1931)の息子として東京に生まれ
幼い頃から北原白秋 、 山田耕搾らの童謡に親しんだ。

《夏の思い出》《めだかのがっこう》《雪のふるまちを》など世代を超えて親しまれる歌を残
し、

童謡、 歌曲 、 抒梢歌 、 合唱曲 、 ビアノ曲と幅広いジャンルにわたっており 、

3000曲ほどの作品を作曲していて《たんぽぽ》は昭和 2 2 年の作品である。 さわやかな春の情屎
描写でありますが 、 どこか無常視の標う深みのある歌です。

蝶々がひらひらと飛んでいるかのような明るくさわやかな旋律で始まり 、 櫻い花の命を、 そして
それに引き映した自らの命を思っています。

中 田 喜 直 (19 2 3 - 2 0 0 0)／むこうむこう

作詩の三井ふたばこ(1918�1990)は日本の童話作家 、 詩人である。

父とともに詩誌『ポエトロア』を発行、 童話 、 詩集 、 翻訳 、 父の詩集の編纂などを行う。

《むこうむこう》は全てひらがなで書かれた詩です。

「むこうにあるもの」への憧れ 、 希望が溢れ出た曲です 。

中田喜直(1923-2000)／さくら横ちょう

昭和37年に《マチネ ・ ポエティクによる四つの歌曲》として発表しました。

この《さくら横ちょう》はその中の二曲目で 、 加藤周 ー (1919·2008)の詩による歌です。

さくら横ちょうは昭和37年に「マチネ ・ ポエティクによる四つの歌曲」として発表しました。

同じ詩には別宮貞雄(1922·2012)の曲による昭利26年発表の歌があり 、 両方とも傑作ですが 、

この中田作品の方が声楽的に歌いやすく出来ており 、 声楽愛好家の発表会等でよく歌われていま
す。

悩開の桜の花の中で過ぎ去った恋を思い出しており 、

「春の宵 、 さくらが咲くと 花ばかり さくら横ちょう」
の各2行を現実とみなし 、 次の
「想い出す～夢のふるさと」と「会いに見るの時は～心得て花でも見よう」
の各4行を回想と空想としている。

高田三郎(1913 - 2 0 0 0)/

《 パ リ旅情》I ． さすらいII ． 売子 rn ．

パ リの冬IV ． 街頭の果物屋

v 降誕節前夜 VI市の花屋VlI冬の森直すずらんの祭

作詩の深尾須磨子(1888·1974)は与謝野晶子(1878·1942)に師事 。

フランス文化に親しみ 、 情熱的抒梢と風剌性に特色のある詩作活動をしており、

《パリ旅梢》は1959年から63年の間に箇かれた。

全8曲には 、 明暗が交互に現れる構成の歌曲集である。

《さすらい》《パリの冬》《降誕節前夜》《冬の森》に鮮明な陰影
《売子》《街頭の果物屋》《市の花屋》《すずらんの祭》で実感される陽気さ 、 変幻さが特徴の
音楽であり、 リズミカルなタッチは、 楽曲の雰囲気を存分に引き出す演奏です。








